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農山漁村等地域の情報集積を活用した持続可能な農山漁村等地域育成への貢献 

 

(9) 年金受給者向け朝市の開催 

ＪＡあさか野（埼玉県） 

新規 継続 

 
○ 

（平成 27 年 6 月） 

 

1 動機 

（経緯） 

日頃ご利用頂いている利用者への感謝の気持ちを込めて、近くて安全・安心・新

鮮な農産物をＰＲすることで地域住民にふれてもらいＪＡ活動の理解を深めても

らい、身近な地域密着金融機関として利用者の拡大を図るとともに地元農産物販

売（地産地消）の拡大ため平成２７年６月より取扱いしています。 

2 概要 年金受給者向けとして朝市を開催 

1.実施日：年 2回（6月・12月の 15日） 

2.実施内容 

(1)農産物は農産物直売センター会員のとれたて野菜を販売 

(2)年金受給者には来店プレゼントとして地元花卉生産者の花をプレゼント   

(3)農産物詰め放題 

3.実施方法 

(1)案内は年金受給者へＤＭを行うとともに店舗来店者にもＰＲを実施 

(2)職員が順番で店番を行いコミュニケーションを図る 

3 成果 

（効果） 

1.６月開催時 来店者 130名 売上 109千円 

12月開催時 来店者 160名 売上 124千円となりました。 

2.新鮮な野菜が安く買えて良かったと利用者に喜んでもらえました。 

3.花のプレゼントはＪＡらしさをＰＲできました。 

4.来店者によるＪＡのＰＲとお客様の紹介をいただけました。 

4 今後の予

定（課題） 

今後は出展量を調整して規模を縮小して年金受給月（4.6.8.10.12 月）の実施で

年 6回の開催する予定です。 

季節野菜の種類を揃えていくための検討・対策をしてまいります。 

立地条件など勘案して実施店舗が限定されているが全店舗で実施できるようして 

いくにはどのように計画するかが課題であると思われます。 

【朝市の風景】 
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